
ときわ会新潟江南支部会報ときわ会新潟江南支部会報 令和5年3月22日令和5年3月22日 第50号  （１）  （6）  第50号

　2021年発刊『OECD Education2030プロジェクトが
描く教育の未来』はお読みのことと思う。さて，皆さ
んなら「2030年，日本の教育はどのように変わるか」
という問いになんと答えるだろう。「ある人」は次の
ように答えている。

　「ある人」とは巷で話題のAI，ChatGPTである。
冒頭の問いをこのAIのChatボックスに入れたところ返
ってきたのが上の答えなのだ。恐ろしい時代である。
私たちも変わらないわけにはいかない。変わらなけれ
ば淘汰されるに違いないからだ。AIのアドバイスに従
い「将来を見据えた柔軟な準備」をするとしよう。
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「ある人」の答え

　予想することは難しいとは思いますが，今後の
日本の教育には以下のような変革があるかもしれ
ません。
１　テクノロジーの利用: 技術の進歩に伴い，教育
においてもデジタル技術やテクノロジーがより
普及することが予想されます。生徒はより効率
的で魅力的な学習体験をすることができます。
２　クリエイティブ思考の育成: 複雑化する社会に

おいて，問題解決力や創造力が重要なスキルと
なっています。これらのスキルを育成すること
が教育の一部となる可能性があります。

３　カリキュラムの変革: 社会が変革することに伴
い，カリキュラムも変革することが予想されま
す。新たなスキルや知識が必要とされるように
なり，カリキュラムを改定することが必要とな
るかもしれません。

　ただし，これらはあくまで予想であり，本当に
このように変革が起こるかどうかは保証されませ
ん。未来の教育に関する確定的なことは分かりま
せんが，将来を見据えた柔軟な準備が必要とされ
ます。

　ときわ会新潟江南支部会報50号をお届けしました。本稿は50号という節目の会報にな
ります。江南OB会の皆様からは教育についての励ましのお言葉をいただき、改めて教
職の素晴らしさを実感し明日に向け頑張ろうと勇気をいただきました。現職会員の皆様
からも，様々な実践や取組をご紹介いただき大変参考になりました。玉稿を寄稿してい
ただいた皆様には，ご多用の中ご協力をいただきましてありがとうございました。
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こちらもご確認ください

　皆さんは「しゃべり場」という会を聞いたこ
とがあると思います。では，この会の本当の名
称はご存じでしょうか。それは，「江南区　学
び続ける教師の会」です。どこにもしゃべり場
という言葉は入っていませんが，集まった先生
方がお互いに気軽におしゃべりをしながら研修
する会であることから，この名前が使われてい
るのでしょう。
　しゃべり場は，今年度で11年目を迎えまし
た。毎年9月に江南区全小学校の世話人（学校担
当者）が集まり，研修の内容と招聘したい講師
について打ち合わせます。その後，11月から年
度をまたいで7月まで6回実施しています。研修
時間は，17時45分からの1時間で，担当する世話
人の学校が会場となります。先生方の希望で研

修の内容や講師を決定し，先生方が運営する，
まさに学び続ける教師の会といえます。
　今期の6回のテーマは，①特別支援教育，②学
級経営，③図工（絵画），④音楽づくり，⑤体
育（陸上），⑥組織マネジメントとなってい
て，現在3回目まで終わっ
たところです。テーマで
集まった先生方が，講演
を基にお互いの考えや悩
みなどをおしゃべりで交流できる，とても有意
義な時間となっています。
　来年度も5月から4回目がスタートします。各
校の世話人の先生方から案内が配付されますの
で，参加してみてください。最後に参加者の感
想をご紹介します。
　緊張しながらの参加でしたが，雰囲気もよ
く，悩みを話しやすい場でした。たくさんの先
輩方のご意見を聞くことができて少しスッキリ
しました。次もあれば，ぜひ参加してみようと
思います。

気軽なおしゃべりで研修を
亀田小学校

三浦　直之（平成5年度）

編集責任者広報委員長
門　倉　純　一

【横越中のお宝】　　
　新潟市出身の彫刻家　早川亜美の作品「希望と感謝の像」
  ※横越中学校正面玄関前に設置
【早川亜美代表作】
　新潟県民会館の前にある「みちびきの像」
　新潟地震の中、教え子27人を命がけで導いている教師の姿を表したもの

両川中学校

これまでの文化祭を見直す
　両川中学校といえば文化祭(ふたかわ祭)でのミュー
ジカル，というイメージをもつ方も少なからずいるの
ではないでしょうか。地域を題材として平成15年から
ミュージカルを約20年続けてきました。
　しかし昨今私たちの周辺では多様性や持続可能性と
いった言葉が聞かれるようになり，さらに新型コロナ
ウイルスの影響もあり，ミュージカルに一区切りをつ
けることにしました。
　新しいふたかわ祭を創っていくために生徒から実行
委員を募集しました。そして，実行委員を中心に，両
川中生徒のよいところ，足りないところを全校生徒か
ら出してもらい、その足りないところを伸ばし，どん
な自分たちになりたいか，ということから始めまし
た。ふたかわ祭の場で「何をするか」が重要ではな
い，ということを実行委員の生徒は大切にしました。

New Stage New Step
　明らかになった両
川中学校の課題は
「一部の人だけが前
に出ている」「学校
生活が学年の中だけ
で終わってしまい，
学年を超えたつながりが少ない」というものでした。
その課題を解決するために全校生徒で考えたのが，学
年の枠を超えたチームを作ってのダンスでした。
　「New Stage New Step」のスローガンの下，それ
ぞれのチームがダンスの発表に向けて取り組む中で，
話し合い，教え合う姿が見られました。また一部の人
だけが目立つものではなく，工夫をして「一人一人が
輝く」ことができるものに仕上げました。
　ふたかわ祭当日は多くの保護者から来ていただき，
新たな取組について理解していただくことができたと
思います。
　来年度も「何が自分たちの課題か」「その解決に向
けてできることは何か」を基本として生徒の手で創り
上げるふたかわ祭にしていけたらと思っています。

New Stage New Step
～新たなチャレンジ～
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